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本
書
は
谷
中
信
一
氏
（
日
本
女
子
大
学
教
授
）
が
、
こ
こ
数
年
手
が
け

て
お
ら
れ
た
道
家
系
出
土
資
料
研
究
の
結
晶
で
あ
る
。
点
在
す
る
出
土

資
料
の
中
の
『
老
子
』
と
そ
れ
に
関
連
す
る
資
料
（
即
ち
郭
店
の
楚
簡
『
老

子
』
甲
乙
丙
三
種
、馬
王
堆
の
帛
書
『
老
子
』
甲
乙
二
種
、北
京
大
の
漢
簡
『
老

子
』、及
び
郭
店
の
『
太
一
生
水
』、上
海
博
物
館
の
楚
簡
『
凡
物
流
形
』『
恒
先
』）

に
伝
世
文
献
の
『
老
子
』『
荘
子
』『
呂
氏
春
秋
』『
淮
南
子
』
な
ど
を

傍
証
資
料
と
し
て
加
え
、
こ
れ
ら
を
『
老
子
』
経
典
化
と
い
う
ベ
ク
ト

ル
の
上
に
配
置
し
、
現
行
本
『
老
子
』
の
思
想
が
い
か
な
る
経
緯
で
現

在
の
状
況
に
至
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

　

目
次
は
以
下
の
通
り
。

　
　

序

　
　

第
一
章　

郭
店
楚
簡
『
老
子
』
考　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

第
二
章　

郭
店
楚
簡
『
太
一
生
水
』	

考

進
化
す
る
『
老
子
』

有
馬　

卓
也
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第
三
章　

上
博
楚
簡
（
七
）『
凡
物
流
形
』
考　
　
　
　

	

　
　

第
四
章　

上
博
楚
簡
（
三
）『
恒
先
』
考

　
　

第
五
章　
『
荘
子
』
天
下
篇
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

第
六
章　

い
わ
ゆ
る
黄
帝
言
考　
　
　

　
　

第
七
章　
『
淮
南
子
』
道
応
訓
所
引
『
老
子
』
考　
　
　

　
　

第
八
章　
『
史
記
』
老
子
伝
に
隠
さ
れ
た
真
実

　
　

	

第
九
章　

北
大
漢
簡
『
老
子
』
の
学
術
価
値
―
―
「
執
一
」
概
念
を

　

中
心
に

　
　

終
章　

　
　

注
・
あ
と
が
き
・
索
引

　

こ
れ
を
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
出
土
資
料
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
一

章
か
ら
四
章
及
び
九
章
に
、
伝
世
文
献
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
五
章
か

ら
八
章
に
配
置
し
て
、
実
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
目
配
せ
が
為
さ
れ
て
い
る

谷
中
信
一
著

『
老
子
』経
典
化
過
程
の
研
究
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こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
老
子
』

研
究
に
お
け
る
長
年
の
懸
案
が
出
土
資
料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ど
の
問
題
が
解
明
さ
れ
、
ど
の
問
題
が
変
質
し
、
さ
ら
に
ど
の
よ

う
な
問
題
が
新
た
に
生
ま
れ
た
の
か
が
わ
か
る
。

										

※

　

出
土
資
料
の
個
別
研
究
は
数
多
い
が
、こ
れ
を
『
老
子
』
経
典
化
と
い

う
視
点
で
体
系
的
に
配
列
し
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
『
老
子
』

思
想
研
究
上
の
問
題
に
一
石
を
投
じ
た
所
に
本
研
究
の
価
値
が
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
出
土
資
料
の
一
つ
一
つ
が
前
提
と
し
て
多
様
な
問

題
（
成
立
年
代
の
問
題
や
、
各
簡
の
配
列
の
問
題
な
ど
）
を
は
ら
ん
で
お
り
、

谷
中
氏
も
丁
寧
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
紹
介
す

る
の
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
書
評
で

は
本
書
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
『
老
子
』
経
典
化
に
論
点
を
し
ぼ
っ

て
筆
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

さ
て
、
そ
も
そ
も
何
を
以
て
経
典
と
い
う
の
か
。
ど
の
状
態
に
至
っ

た
時
点
で
経
典
化
し
た
と
言
え
る
の
か
。
本
書
の
言
う
経
典
化
は
、
た

と
え
ば
『
易
』
や
『
詩
』
が
十
翼
や
大
序
・
小
序
の
付
加
に
よ
っ
て
経

典
化
さ
れ
た
な
ど
と
と
い
う
場
合
と
は
異
な
る
。

　

氏
は
終
章
の
第
一
節
「﹁
経
﹂
と
は
何
か
」
に
お
い
て
、
平
岡
武
夫

氏
の
『
経
書
の
成
立
』（
全
国
書
房
、
一
九
四
六
、
後
に
創
文
社
よ
り
復
刊
）

の
「
経
」
解
釈
に
言
及
し
、
同
氏
の
「﹁
経
﹂
と
は
「
百
代
に
通
行
す

べ
き
天
地
間
の
常
道
」「
そ
れ
は
﹁
形
而
上
的
な
﹂
性
格
を
持
つ
も
の
」

と
い
っ
た
主
張
を
援
用
し
つ
つ
、
本
書
の
ね
ら
い
を
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　

	

わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
に
探
究
す
る
の
は
、
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
意
味

に
お
け
る
『
老
子
』
の
「
経
」
典
化
で
あ
る
。『
老
子
』
が
ど
の

よ
う
な
過
程
を
経
て
「
経
」
典
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
、
言
い
換

え
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
天
地
間
の
常
道
」
と
も
、「
恒
常

の
道
」
と
も
、「
恒
久
の
至
道
」
と
も
称
し
得
る
内
実
を
備
え
る

に
至
っ
た
の
か
で
あ
る
。（
二
二
一
頁
）

　

氏
が
「
道
の
哲
学
の
完
成
」（
二
一
八
頁
）
と
い
う
意
味
で
の
経
典
化

の
ベ
ク
ト
ル
を
も
っ
て『
老
子
』に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の
は
、現
行
本『
老

子
』
に
は
見
え
て
、
楚
簡
『
老
子
』
に
は
見
え
な
い
も
の
に
注
目
し
た

こ
と
に
よ
る
。
氏
も

　
　

楚
簡
『
老
子
』
に
何
が
書
か
れ
て
い
な
い
か
（
一
一
頁
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
楚
簡
『
老
子
』
に
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
、
即

ち
氏
が
本
書
の
中
で
特
に
取
り
上
げ
る
「
道
」「
水
」「
一
」
な
ど
の
要

素
が
、
ど
う
い
う
経
過
を
経
て
付
加
さ
れ
或
い
は
変
容
さ
れ
て
い
き
、

そ
し
て
現
行
本
『
老
子
』
へ
と
結
実
し
て
い
っ
た
の
か
。
本
書
が
明
ら

か
に
せ
ん
と
す
る
所
は
こ
こ
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
楚
簡
『
老
子
』

と
現
行
本
『
老
子
』
と
の
間
に
『
太
一
生
水
』『
凡
物
流
形
』『
恒
先
』

の
諸
篇
を
置
き
、
そ
こ
に
道
の
哲
学
が
進
化
す
る
様
を
顕
在
化
さ
せ
よ
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う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
全
体
的
な
思
想
の
動
向
と
し
て

　
　

	『
老
子
』
が
先
行
し
て
黄
老
思
想
の
形
成
発
展
に
一
方
的
に
影
響

を
与
え
て
き
た
の
で
は
な
く
、
実
は
相
互
に
影
響
し
あ
っ
て
、
一

方
で
黄
老
思
想
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
一
方
で
『
老
子
』
が
今
本
の

体
裁
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
五
五
頁
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
は
卓
見
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
試
み
は
十
分
に
果
た
さ
れ
、
読
者
を
納
得
さ
せ
る
論
理
性
も

兼
ね
備
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

										

※

　

し
か
し
、『
老
子
』
は
本
書
で
谷
中
氏
が
提
示
し
た
も
の
と
は
別
な

意
味
の
経
典
化
の
道
も
た
ど
っ
て
い
る
。『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
道
家

系
著
作
の
い
く
つ
か
に
「
経
」
字
が
付
さ
れ
て
い
る
（
老
子
鄰
氏
経
伝
・

老
子
傅
氏
経
説
・
老
子
徐
氏
経
説
・
黄
帝
四
経
な
ど
）。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
氏
も
終
章
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
言
及
し
て
お
ら
れ
る

（
二
一
八
頁
）
が
、
こ
こ
に
見
え
る
「
経
」
を
、
先
の
「
形
而
上
的
な
」

性
格
を
持
つ
「
天
地
間
の
常
道
」
と
し
て
の
「
経
」
と
同
定
し
て
よ
い

か
は
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

　

前
漢
初
期
、
黄
老
思
想
が
時
代
思
潮
で
あ
っ
た
時
に
、
上
記
の
意

味
で
の
『
老
子
』
は
経
典
化
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
氏
も
『
老

子
』
経
典
化
の
最
終
段
階
を
前
漢
文
景
帝
期
と
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
る

（
一
六
六
頁
）。
こ
の
状
況
と
本
書
で
い
う
所
の
経
典
化
と
は
、
ど
う
連

動
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、『
老
子
』
経
典
化
の
問
題
は
、
楠
山
春
樹
先
生
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
も
あ
っ
た
老
子
伝
説
の
形
成
の
中
の
孔
子
問
礼
説
話
（「『
礼

記
』
曾
子
問
篇
に
見
え
る
老
後
に
つ
い
て
」（
池
田
末
利
博
士
古
希
記
念
『
東

洋
学
論
集
』
池
田
末
利
博
士
古
希
記
念
事
業
会
、
一
九
八
〇
）、「
呂
氏
春
秋
に

お
け
る
「
老
子
」
と
老
後
」（
沼
尻
博
士
退
休
記
念
『
中
国
学
論
集
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
〇
）、「『
史
記
』
老
子
伝
の
形
成
―
後
半
部
を
中
心
と
し
て
―
」（『
栗

原
圭
介
博
士
頌
寿
記
念　

東
洋
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
）
な
ど
）
と

決
し
て
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
と
い
う
の
も
、『
老
子
』
を
経
典
と

し
て
奉
じ
た
思
想
集
団
こ
そ
が
、
老
子
伝
説
を
形
成
し
た
と
思
わ
れ
る

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
楠
山
門
下
の
高
弟
で
あ
る
氏
の
考
え
・
見
通
し

を
聞
き
た
い
所
で
あ
る
。

　
『
老
子
』
を
経
典
と
し
た
思
想
集
団
は
、
先
行
す
る
道
家
系
文
献
（
本

書
で
取
り
上
げ
た
も
の
）
が
何
を
残
し
、
何
を
切
り
捨
て
、
何
が
増
幅
さ

れ
、
何
が
縮
小
さ
れ
た
か
。
そ
こ
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
の
が
今

後
の
氏
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

										

※

　

最
後
に
筆
者
（
有
馬
）
の
専
門
と
す
る
所
か
ら
、
二
三
考
え
る
所
を

述
べ
て
お
き
た
い
。
前
漢
初
期
に
『
荘
子
』
の
黄
老
的
解
釈
が
あ
っ
た

と
筆
者
は
見
て
お
り
、
氏
の
『
淮
南
子
』
道
応
訓
を
「
老
子
が
黄
帝
か
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ら
切
り
離
さ
れ
て
荘
子
に
接
近
し
て
い
く
過
程
」（
一
六
八
頁
）
を
示
す

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
『
淮
南
子
』
を

　
　

	「
黄
老
」
道
家
の
立
場
か
ら
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
す
る
の

が
本
章
の
結
論
で
あ
る
。（
一
九
一
頁
）

と
さ
れ
る
見
方
に
つ
い
て
は
、筆
者
は
躊
躇
す
る
。
こ
れ
は
、『
淮
南
子
』

と
『
荘
子
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
検
討
す
べ
き
問
題
が
山

積
し
て
お
り
、
結
論
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

字
数
も
残
り
少
な
い
の
で
多
く
は
語
れ
な
い
が
、
た
と
え
ば
筆
者
は

現
行
本
『
荘
子
』
の
中
に
『
淮
南
子
』
の
執
筆
者
の
加
筆
の
可
能
性
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
淮
南
王
劉
安
の
下
で
書
か

れ
た
『
荘
子
要
略
』『
荘
子
后
解
』
な
ど
の
著
作
も
あ
る
（
楠
山
春
樹
氏

に
「
淮
南
王
荘
子
要
略
・
荘
子
后
解
考
」（
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
三
八
、一
九
六
〇
）

が
あ
る
）。
さ
ら
に
『
淮
南
子
』
道
応
訓
の
中
に
は
、『
荘
子
』
に
見
え

る
説
話
を
『
老
子
』
を
以
て
解
釈
す
る
一
条
（
三
九
）
も
あ
る
。

　

以
上
の
『
荘
子
』『
淮
南
子
』
も
含
ん
だ
上
で
の
黄
老
思
想
解
釈
の

問
題
は
、
氏
の
み
な
ら
ず
、
筆
者
自
身
に
と
っ
て
の
今
後
の
課
題
で
も

あ
る
。

（
あ
り
ま
・
た
く
や　

広
島
大
学
）


